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        １★　カフェ・スペラーレで執筆します

        　

        　

        　わたし――築城つきしろ　奏かなでは大学の講義が終わったあと、必ず立ち寄る場所がある。

        　

        　こぢんまりとしたカフェ・スペラーレ。

        　

        　壁にはイタリアの国旗や、ヨーロッパと思おぼしき写真や風景画が飾られている。

        　

        　店内には女性オーナーと、アルバイの女性店員がひとり。

        　そんなカフェのいちばん奥、角の席がわたしの定位置。

        　ここにいると落ち着くし、癒いやされる。

        　

        　わたしは十三インチのノートパソコンを開き、文書作成ソフト『月つき太郎たろう』を起動した。

        　とあるジャンルの小説家になるべく、毎日の執筆を欠かさないようにしている。

        　

        　カフェの外をたまに通る車の音。

        　お湯が沸くコポコポという音。

        　そして、わたしがキーボードを叩く音。

        　

        　ほかのお客さんの声はあまり耳に入ってこない。ただひたすら目の前のことに集中する。

        　

        「あの……もうすぐ閉店なのですけれど……」

        　

        　心の奥をくすぐるような美声が聞こえて顔を上げる。

        　そこにはカフェオーナーの美み希きさんが立っていた。

        　

        　まわりを見まわせば、ほかのお客さんだけでなくアルバイトの店員さんもいなくなっていて、店内には美希さんとわたしのふたりだけだった。

        　

        　じつは、こういうことがよくある。

        　

        　わたしは頬が熱くなるのを感じた。

        　閉店の時間になるまで気がつかなかったこと、そしていま美希さんとふたりきりだということをひどく意識してしまう。

        　

        　美希さんに話しかけられると、ちょっと緊張する。

        　

        「子どもを迎えにいってくるだけなので、お客様さえよければここで、このまま続けられても大丈夫ですよ？　筆が進んでいらっしゃるみたいなので……」

        　

        　美希さんがにこっと笑う。ウェーブのかかった茶色い髪に、大きな瞳。

        　頬は薔ば薇ら色いろで、唇はぷるぷるだ。

        　見とれそうになるのをなんとかして堪こらえる。

        　

        「えっと、じゃあ……お言葉に甘えて、そうさせてもらいます」

        　

        　わたしが頭を下げると、美希さんはほほえんだまま「わかりました」と言った。

        　

        「扉には一応、鍵をかけていきますね」

        「はい、ありがとうございます。行ってらっしゃい」

        　

        　美希さんは扉の札を『ＣＬＯＳＥ』にして、外から鍵をかけた。

        　

        　お子さんがいたなんて、知らなかった。

        　

        　どんなお子さんだろう。あれだけの美人オーナーなのだ。きっとかわいい。

        　どんどん妄もう想そうが膨ふくらんでいく。

        　

        　……って、そうじゃなくて。書かなくちゃ！

        　

        　わたしはふるふると首を振って、キーボードの上に両手を置いた。

        　カタカタと音を立てながら文字を打ち込んでいく。

        　

        　しばらく集中していた。

        　

        　鍵が開くガチャッという音と、カランコロンという鈴の音が聞こえる。

        　

        　カフェの扉が開いて、美希さんが顔を出した。その後ろから、女の子がひょっこりと現れる。

        　薄茶色のふわふわした髪の毛。ぱっちりとした二重まぶた。

        　

        　かっ、かわいい！

        　

        　それに美希さんとよく似ている。美希さんが子どものときは、こんな感じだったのかな。

        　

        　女の子はわたしと目が合うと、両手を大きく動かして颯さつ爽そうとこちらへ歩いてきた。どこか日本人離れした顔立ちなので、ハーフかあるいはクオーターかもしれない。

        　

        「こんにちは！」と女の子が大きな声で挨拶してくれる。

        　

        「こんにちは。あの、ありがとうございました。帰りますね」

        　

        　わたしが帰り支度をはじめると、女の子は不思議そうに首を傾かしげた。

        　

        「ごはん、たべていかないの？」

        「うん。もうお店はおしまいなのに、わたしがお邪魔しちゃってたの」

        「だいじょうぶ！　にかいで、ごはんがたべられるよ！」

        　

        　女の子の無邪気な顔を見ていると、自然と口元が緩ゆるむ。ほほえましい。

        　

        「もしよかったら、どうぞ。お夕飯でも食べていってください」

        「えっ、でも……」

        「毎日、来てくださって本当にありがとうございます。ほんのお礼に、ね？」

        　

        　美希さんの笑顔はきらきらと輝いているように見える。

        　

        「こっちだよ！」と、女の子に手を引っ張られる。

        　

        「えっと、じゃあ……お邪魔します」






        　

    


        ２★　カフェの二階へお邪魔します

        　

        　

        　女の子に手を引かれ、深みのある茶色い木階段を上って二階へ行く。

        　

        　白いレースのドアカーテンの下を通って部屋へ入る。

        　

        「ごめんなさい、散らかっているけれど」

        「いえ、とんでもないです」

        　

        　実際、美希さんが言うほど散らかってなんていなかった。おもちゃや絵本など、物は多いがきれいに整せい頓とんされている。

        　

        「ねえ、こっち」

        　

        　女の子に服の裾すそを引っ張られて歩く。リビングの隣が女の子の部屋だった。

        　

        「おねえさん、あそんで。わたし、ひとりっこだから、ママがごはんをつくっているあいだ、ヒマなの」

        「うんうん」

        「だからね、おままごとしよう？」

        「えっ」

        　

        　おままごとなんて、いつぶりだろう。

        　

        「おねえさんは、あかちゃんね！」

        「わたしが？」

        「そう！　りあんがママだよ」

        　

        　そういえばわたしも、子どものときはママ役をやりたかったな。

        　

        『ママ』は子どもにとって母であり、憧れの存在でもある。

        　そうして『おままごと』が始まる。

        　

        「あかちゃん、ねんねしましょうね～」

        　

        　はじめは寝ていればよかったので楽だった。

        　女の子は「あかちゃんがねているあいだにごはんつくりましょ」と言っておもちゃの野菜を切っていた。

        　

        「あっ、あかちゃんがおきたわ！　あかちゃんはね、バブーってなくの」

        　

        　女の子が目線で訴うつたえかけてくる。「泣きなさい」と。

        　

        「バ、バブ～……」

        　

        　とんでもなく小さな声になってしまった。

        　

        「はずかしがっちゃ、だめよ！　あかちゃんは、そんなふうになかない！」

        　

        　ごもっとも！

        　

        　たとえ遊びのおままごとだとしても、真剣に取り組むべきだ。

        　わたしは「すぅ、はぁ」と深呼吸をした。息を整えて、赤ちゃんになりきろうとする。

        　

        「バブゥ～～！」

        　

        　わたしが大声で叫んだ瞬間。

        　美希さんがやってきた。きょとんとしている。

        　頬に熱が集まっていく。いや、耳にもだ。

        　

        　恥ずかしすぎる！

        　

        　妙な汗が出てきた。美希さんの顔を見ていることができなくなって下を向く。

        　

        「ありがとうございます。里り杏あんと遊んでくださって」

        「あ、いえ……。あの、敬語じゃなくていいです。わたし、まだ大学生で……あっ、築城　奏といいます」

        　

        　いまさら名乗るのもなんだかおかしな話だ。美希さんもそう思ったのか、くすくすと笑っている。

        　

        「そういえばまだ自己紹介もしてなかったわね」

        　

        　美希さんとわたしはカフェのオーナーと、その常連。

        　カフェには一年ほど通っていて、顔見知りではあるけれどお互いに苗みよう字じは知らなかった。

        　

        「湯ゆ元もと　美希と、里杏よ。里杏は三歳。奏ちゃんは、大学何年生？」

        　

        　名前で呼ばれた！

        　

        　それだけで舞い上がってしまう。

        　優しくてきれいな美希さんにはずっと憧れてきた。もっと近づきたいと、思っていた。

        　

        「奏ちゃん？」

        「あ、えっと……わたし、大学二年生です。文学部の」

        「そうなの？　もしかして虎月大学？」

        　

        　この街で大学といえばそこだ。わたしが「はい、そうです」と答えると、美希さんは満面の笑みで「私、そこの経営学部の卒業生よ」と教えてくれた。

        　

        「じゃあ先輩なんですね」

        「ええ、だいぶんね」

        　

        　美希さんって何歳なんだろ？

        　気になるものの、聞いてもよいのだろうか。

        　

        「さ、ごはんにしましょう」

        　

        　みんなでダイニングへ移動する。

        　テーブルにはオムライスとシーザーサラダ、コンソメスープが並べられていた。

        　

        　美希さんが作ってくれたオムライスは絶品だった。

        　

        　幸せすぎる……！

        　

        　美希さんが皿洗いをしているあいだ、また里杏ちゃんと遊ぶことになった。

        　わたしはふと、窓辺に飾られていた写真立てに気がつく。

        　美希さんと、それから外国人の女性が肩を寄せ合って写っている。

        　

        「ねえ、里杏ちゃん。この金色の髪の人ってだれ？」

        「ママだよ」

        「こっちがママでしょ？」

        「うん。でもママなの。マルタママは、カラダはオトコだけど、ココロはオンナのひとだったんだって」

        　

        　外国人の女性に見えたが、男性だったのか。いや、心は女性なのだから女性というべきなのかもしれない。

        　

        「そっちのママはね、いまはてんごくにいるの」

        「そ……そっか……」

        　

        　わたしは写真立てに向かって手を合わせた。そのようすを美希さんがキッチンから見ているのだとは、知らなかった。






        　

    


        ３★　えっちな小説を書きたいわけじゃありません

        　

        　

        　わたしはノートパソコンをリュックに入れて、通学路を歩きだす。

        　吹く風に冷たさがなくなってきた。もうあと一ヶ月もすれば、汗ばむ季節になるのだろう。

        　

        　虎月大学の校門を潜くぐり、文学部棟を目指す。

        　

        　午前中の講義を終え、同じゼミの友ゆ梨りちゃんと一緒にカフェテラスへ。

        　爽やかな風を感じながらミックスサンドにかぶりつく。

        　友梨ちゃんも、美味しそうにベーコンサンドを頬ほお張ばっていた。

        　

        「それで、奏？　えっちな小説は書けた？」

        「ぶっ」

        　

        　わたしは、口いっぱいに入れていたサンドイッチを吹きだしそうになる。

        　もぐもぐと口を動かして、急いで飲み込む。

        　

        「ちょっ、ちょっと友梨ちゃん！　わたしはえっちな小説が書きたいわけじゃ、ないよ。愛し合うことの究極が、それっていうか！」

        　

        　女性同士の、濃密な性描写のある文芸書を読んで以来すっかり虜とりこになってしまった。

        　リアルな恋愛経験がひとつもないくせになにを言う、と自じ嘲ちようしつつわたしは熱く語る。

        　

        「好きで好きでたまらなくなったら、そこに行き着くと思うんだよね！」

        　

        　わたしの目はいまきっと、とても輝いていると思う。

        　ところが友梨ちゃんは「ふうん」と気のない相あい槌づちを打つだけだった。

        　

        「で？　百合官能文学賞に応募できる作品は書けてるわけ？」

        「うっ……」

        　

        　文学的に表現されている女性同士の戯たわむれに感かん銘めいを受けたものの、どうしても性的な部分が書けないでいた。

        　

        「やっぱり、わたしが経験ないからかな……」

        「でしょうね。ちなみに私はそういうのは付き合えないからね」

        「わ、わたしだって、好きな人としかそういうことできないよ」

        「わかっているなら、よろしい」

        　

        　友梨ちゃんはアイスコーヒーを一気に飲んだ。

        　

        「奏が通いつめてるカフェのオーナーさんに頼んでみたらいいんじゃない？」

        「うっ……」

        　

        　またもや呻うめき声を上げてしまった。友梨がじとっと見つめてくる。

        　

        「好きなんでしょ、その女ひ性とのこと」

        「わたしなんて……全然、相手にされないよ。お子さんがいるし」

        「あちゃ、既婚か。不倫はだめだねぇ」

        「旦那さん、というか……『カラダはオトコでココロはオンナ』のパートナーさんは、亡くなってるみたいだけど」

        　

        　里杏ちゃんの言葉を借りてそのまま言ってみた。

        　

        「なら、いいんじゃない？　アプローチしてみたら？　ココロはオンナってことは、奏だって恋愛対象なんじゃないの」

        　

        　恋愛対象！

        　

        　その言葉にどきりとしてしまう。

        　

        　どうしよう、わたし……期待しちゃってる。

        　

        　美希さんは、女性も好きになるかもしれない。そうしたらわたしだって、美希さんの恋人になれるかもしれない。

        　

        「でも、里杏ちゃんがいるのに……」

        「なにそれ。もしかして奏は、子どもがいる人は恋愛しちゃだめだって思ってる？　うちの保育園、シングルマザーの人もけっこう多いけど、新しく恋人ができたって話、よく聞くよ」

        　

        　友梨ちゃんの実家は保育園を経営している。友梨ちゃんは大学生活の傍かたわら、保育園の手伝いもしている。

        　

        　でもたしかに、友梨ちゃんの言うとおりだ。子どもがいる人は恋愛してはいけない、なんて法律はない。

        　だれを好きになるか、だれに好かれるかは自由だ。

        　

        　このまま美希さんに恋してても、いいのかな。

        　

        　いいのだ、と自分で肯定して、わたしは向かいにいる友梨ちゃんを見た。

        　

        「だけど友梨ちゃん！　アプローチって、どうやって？」

        「素直に、官能描写が書けなくて悩んでるって話してみるとか」

        「いきなりそんなこと相談されたら、引くんじゃないかなぁ……」

        「まあ、普通は。当たって砕けてみたらどう？」

        「やだよ、絶対！」

        「じゃあ砕けずに諦あきらめるの？」

        「ううっ……」

        　

        　今日は呻いてばかりいる気がする。わたしは頭を抱えて呟つぶやく。

        　

        「砕けずに恋を叶えるにはどうすればいいかな？」

        「さぁ、わかんない。女の子同士の恋愛はしたことないもん」

        「わたしだって……」

        「知ってる。悩んでたらそのうちいい感じになるって、きっと」

        






        　

    


        ４★　遊園地へ行くことになりました

        　

        　

        　日曜日はカフェ・スペラーレの定休日だ。

        　カフェは今日、休みだとわかっているのに、大学でサークル活動をした帰りについ足を向けてしまう。

        　

        　カフェの前を通りかかると、いまから出かけるところらしい美希さんと里杏ちゃんが、外階段を下りてきた。

        　

        　美希さんは水色の爽やかなカットソーを着て、涼しげな麻あさの帽子を被かぶっている。

        　いつものエプロン姿とはちょっと違って、スポーティーな雰ふん囲い気きだ。

        　

        「あ……こんにちは」

        　

        　挨拶すると、美希さんはほほえんで「こんにちは」と返してくれた。

        　

        「いまからゆうえんちにいくの！　かなでちゃんもいこっ！」

        「えっ？」

        　

        　里杏ちゃんにブラウスの裾を引っ張られた。

        　

        「こら、里杏。そんな急に誘っちゃだめでしょ」

        「いえ、特に用事はないので……わたしでよければご一緒します」

        　

        　むしろさせてください！

        　

        　友梨ちゃんは「悩んでたらそのうちいい感じに」と言っていたけれど、悩むだけでなにも行動しなければなにも進展しない。

        　

        　一緒に遊園地なんて、仲良くなるチャンスだもん！

        　

        「ほらー、かなでちゃんはいいって。ね？　いいでしょ、ママ」

        　

        　美希さんは申し訳なさそうな顔で「本当にいいの？」と聞いてきた。

        　

        「はいっ、まったくなんにも問題ありません」

        　

        　わたしは何度も頷うなずいた。

        　

        「ごめんなさいね、ありがとう。それじゃあ……奏ちゃん。どうぞ、乗って？」

        　

        　美希さんは車のロックをリモコンで解除した。

        　カフェの雰囲気をそのまま移したような、丸っこくてかわいらしい車だ。エンブレムにはＦＩＡＴと書かれている。

        　

        　わたしは美希さんに言われるまま後部座席に乗り込んだ。里杏ちゃんの隣だ。

        　里杏ちゃんはチャイルドシートの上で両足をばたつかせている。

        　

        「ふふっ、やったぁ。かなでちゃんは、じぇこーすたーすき？」

        「じぇこーすたー？」

        　

        　わたしが首を傾げると、運転席にいる美希さんが「ジェットコースターよ」と教えてくれた。

        　

        「ああ、ジェットコースターね。うん、好きだよ」

        「わーい！　いっしょにたくさん、のろうね」

        「うん、乗ろう！」

        　

        　美希さんの運転する車が走りだす。

        　

        　ミラー越しに、美希さんと目が合った。ミラーの向こうで優しく目を細めている。

        　思いがけずドキッとしてしまう。

        　

        　このあいだは「バブゥ～」なんて言っちゃったし……大きな子どもって思われてるかも。

        　

        　そうではなくて、もっと別の――踏み込んだ関係になりたい。

        　

        　こんなチャンス、めったにない。頑張らなきゃ！

        　

        　頑張って『恋愛対象』なのだとアピールしたい。

        　

        　とはいえ、単純に遊園地を楽しみにしているわたしは、やっぱり子どもなのかもしれない。

        






        　

    


        ５★　ハナランドに着きました

        　

        　

        　車で一時間ほどのところにあるハナランドに到着する。

        　入園ゲートで財布を出すと、美希さんから入園チケットとフリーパスを渡された。

        　

        「ありがとうございます。これ、お金……」

        「ああ、いいのよ」

        　

        　ところが美希さんは、わたしが差しだしたお金を受け取ろうとしない。

        　

        「いえっ、そんなわけには」

        「じつは私、ジェットコースターが……高いところがだめなの。私の代わりに、里杏と一緒にたくさん乗ってもらいたいのよ。だから、ね？　お願い」

        　

        　そんなふうに言われると、無理にお金を渡すのはどうかと思う。

        　

        「……っ、わかりました。全力でジェットコースターに乗ります！」

        　

        　すると美希さんはちょっと驚いたような顔になる。

        　

        「全力で？　ありがとう」

        　

        　白い歯を覗のぞかせて笑う美希さんを、ついじいっと見つめてしまう。

        　

        　好きすぎる……！

        　

        　気を抜けば「好きです」と口走ってしまいそうだ。本当に気をつけなければ。

        　

        「わぁ～っ、わぁ～っ！」

        　

        　里杏ちゃんは目を輝かせて、遊園地を見まわしている。

        　

        　ハナランドは花と緑で溢あふれていた。

        　マスコットキャラクターの『ハナちゃん』へ向かって走っていく里杏ちゃんを、わたしと美希さんで追いかける。

        　

        「しゃしん、とりたい！」と里杏ちゃんが叫んだ。

        　

        「じゃあわたしのスマホを使ってください！」

        　

        　わたしはポケットからスマートフォンを取りだす。それから、ハナちゃんのそばにいた、遊園地の係員さんに渡した。

        　みんなでハナちゃんを囲み、写真を撮とってもらう。

        　

        　係員さんからスマートフォンを返してもらってから、わたしは美希さんに言う。

        　

        「あとでデータ送りますね。だから……ええと、連絡先を教えてもらえると……」

        「そうね。遊園地でも、はぐれてしまったら困るから」

        　

        　そうしてわたしはまんまと美希さんのライムＩＤをゲットした。

        　

        　よしっ、順調だ！

        　

        　美希さんと一緒の写真も撮れたことだし、順調な滑すべりだしである。

        　

        「ねえっ、あれにのる！」

        　

        　里杏ちゃんが指さしているのは、車体に花のイラストがたくさん描かれたジェットコースターだ。

        　

        　ジェットコースター乗り場で、ハナちゃんの看板の前に立つ里杏ちゃん。身長制限はばっちりクリア。

        　もちろんわたしも余裕で身長は足りている。

        　

        「行こう、里杏ちゃん！」

        「うんっ、かなでちゃん！」

        　

        　わたしと里杏ちゃんは手を繋つないでジェットコースターの列に並ぶ。

        　

        「ママはいつもいっしょにのってくれないの。だからすごくうれしいっ」

        　

        　少し興奮した顔で、にこにこと笑っている里杏ちゃんを見おろす。

        　

        　わたしも、嬉しい。

        　

        　里杏ちゃんと美希さんの役に立つことができている。

        　

        　子ども向けのジェットコースターなので、たいしたことはなかった。

        　高さはあるが、速度はそれほどでもない。

        　

        　ジェットコースターのあとは、歩いて進むお化け屋敷へみんなで入った。

        　

        「ひぃぃいいぃいいっ！」

        「きゃぁあぁぁああっ！」

        　

        　わたしと里杏ちゃんの絶叫が響く。

        　ジェットコースターは平気だけれど、こういうのはどうも苦手だ。

        　

        　わたしたちを見かねたのか、美希さんが真ん中に立って、手を繋いでくれる。

        　

        「こうすれば怖くないでしょう？」

        「うんっ、ありがとうママ！」

        「あ、ありがとう、ございます……美希さん」

        　

        　繋いでいる手が熱い。

        　

        　わたしばっかり、汗――かいてる。

        　

        「こんなに汗をかいて……怖かったのね。ごめんなさいね、無理に誘ってしまって」

        　

        　この汗は怖さゆえではないのだけれど、本当のことは言えない。

        　

        　美希さんにドキドキして汗ばんでるなんて……！

        　

        　絶対にバレるわけにはいかない。

        　

        　その後もアトラクションをまわり、最後は里杏ちゃんとふたりで観覧車に乗った。

        　美希さんは、観覧車に乗るのもだめらしい。

        　

        「ねえ、かなでちゃんっ。またいっしょにこようねっ」

        「うん、もちろん！」

        　

        　観覧車を降りたあと、ベンチで待っていた美希さんのもとへ行く。

        　

        「今日は本当にありがとう。里杏もすごく楽しそうだった」

        　

        　里杏ちゃんも――ということは、美希さんも楽しかったのだろうか。

        　

        　わたしは「こちらこそ、ありがとうございました！」と返す。

        　

        　わたしと美希さん……仲良く、なれたのかな。

        　

        　もっと近づきたい。

        　美希さんことを知りたい。

        　もっと、もっと――。






        　

    


        ６★　お風呂に誘われました

        　

        　

        　カフェ・スペラーレのいつもの席で、わたしはキーボードに手を添えたまま、なにもできずにいた。

        　ノートパソコンの画面と、もう長いことにらめっこをしている。

        　

        　夕方になると、ひとり、またひとりとお客さんが帰っていく。

        　いつもは、お客さんが扉から出ていくのなんてまったく気がつかないのに、今日はやけに目につく。

        　

        　それだけ、集中できていないということだ。

        　

        　それでもわたしは、少しでも書き進めようとあがく。

        　ただ本当に、あがいているだけで、一文字も増えることはなかった。

        　

        　官能シーンが書けず、完全に行き詰まっている。

        　

        「奏ちゃん」

        　

        　ほかのお客さんがひとりもいなくなった閉店間際。美希さんに声をかけられた。

        　

        「一緒にお酒なんてどう？　二階で」

        　

        　まさかのお誘いに驚きながらも、わたしは「ありがとうございます、ぜひ」と即答した。

        　

        「里杏を迎えにいってくるから、少し待っていてもらえる？」

        「はい！　行ってらっしゃい。お気をつけて」

        　

        　前回と同じく十五分ほどで、美希さんは里杏ちゃんと一緒に戻ってきた。

        　

        「わーい、わぁ～い！」

        　

        　里杏ちゃんに手を引っ張られてカフェの二階へ行く。

        　

        「そうだ。お酒の前に、お風呂に入っちゃう？　奏ちゃん、先に――」

        「いっしょにはいろう！」と里杏ちゃんが言葉を被せてくる。

        　

        「里杏。こういうときはお客様が先に入るものなのよ」

        「わかった！　りあんとかなでちゃんで、さきにはいる！」

        　

        　里杏ちゃんはまったくわかっていないようすだ。

        　美希さんはなおも里杏ちゃんを諭さとそうとしていたけれど、ふたりの会話は平行線だった。

        　

        「あの、里杏ちゃんと一緒に入りますよ？」

        　

        　わたしが言うと、美希さんは顎に手を当てて考え込む。

        　

        「じゃあ三人で入りましょう」

        　

        　手のひらにこぶしを当てて「名案だ」と言わんばかりに、美希さんは表情を明るくした。

        　いっぽうでわたしは何度も瞬きする。

        　

        　美希さんは、わたしが里杏ちゃんのお世話をしなくてもいいようにって思ってるだけだろうけど！

        　

        　実際、三歳の女の子をどういうふうに洗えばよいのかわからない。大人と同じでよいのか、だめなのか、子どものいないわたしには未知の領域だ。

        　

        「わっ、わたし……ええと、大丈夫ですから！　里杏ちゃんとふたりで入ってきます」

        「だめよ。里杏、全然言うこと聞かないもの」

        　

        　唇を尖らせて、ちょっと不満そうに言う美希さんはかわいい。

        　

        　……って、そんなこと考えてる場合じゃなくて！

        　

        「お風呂はこっちよ」

        　

        　もう、とやかく言える雰囲気ではない。

        　

        　そりゃあ、わたしだって美希さんとお風呂に入りたいけど……。

        　

        　下心しかない状態で、入ってよいものだろうか。

        　

        　だめだめ、邪念は捨てなきゃ！

        　

        　ところが、そう思えば思うほど胸がドキドキして緊張感が高まる。

        　右手と右足、左手と左足が同時に前へと出る勢いで、わたしはお風呂場へ向かった。






        　

    


        ７★　目のやり場に困ります

        　

        　

        「着替えの準備をしておくわね。先に里杏と一緒に入っていてもらえる？　すぐに行くから」

        「は、はいっ……」

        　

        　脱衣所に着いたわたしは、ブラウスのボタンを外しながら美希さんの動向を窺うかがった。

        　美希さんはタンスから着替えを取りだしたり、タオルを用意したりしている。

        　

        　わたしはブラウスとキャミソールを脱いで、ブラジャーも脱ごうとする。

        　ところが手が震ふるえてしまい、なかなかブラジャーのホックを外すことができなかった。

        　

        「かなでちゃん、はやく～」

        　

        　里杏ちゃんが急かしてくる。

        　

        「う、うん」と返事をしながら、なんとかしてブラジャーを脱ぐ。

        　そうして裸になるのがいたたまれないのは、なぜだろう。

        　

        　すっっっごく恥ずかしい！

        　

        　美希さんに裸を見られてしまう。そう思うと、心臓が壊れそうなくらいドクドクと高鳴るのだ。

        　

        　わたしは何度も深呼吸をして、里杏ちゃんと一緒に浴室へ入った。

        　ヨーロッパ風のおしゃれな浴室だ。ひとりで入浴するとしたら、のんびりとこのおしゃれなお風呂を楽しめたのかもしれない。

        　

        　しかしいまは、それどころではない。

        　わたしは心の中で「平常心平常心平常心……」と繰り返し呟く。

        　

        「これね、あわあわになるんだよっ！」

        　

        　シャボン玉が出るおもちゃだろうか。里杏ちゃんは楽しそうにポンプを押している。

        　

        「ほんとだ、いっぱい出てくるね」

        　

        　そうして笑っていられたのは一瞬だった。

        　ガラガラ……と引き戸が開いて、美希さんがやってきた。

        　

        　とたんにまた心臓がうるさく鳴りはじめる。

        　

        「里杏、先に洗っちゃうから。こっちに来なさい」

        「は～い」

        　

        　美希さんが里杏ちゃんの髪や体を洗いはじめる。

        　そのあいだにわたしは自分の髪の毛を洗うことにした。手を動かしていなければ、落ち着かない。

        　

        　見ないように……見ないようにっ！

        　

        　だからといって、美希さんたちに背中を向けるのはおかしい。きっと変だと思われる。

        「意識しています」とアピールしているようなものだ。

        　

        　わたしは適度な角度を保ちながら髪を洗った。

        　ところが、瞳はついつい美希さんのほうへと吸い寄せられる。

        　

        　だって、鏡に映ってるんだもん！

        　

        　お風呂の鏡には強力な曇り止めが施されているらしく、美希さんの姿をきれいに映しだしている。

        　その手前に里杏ちゃんがいるから、美希さんの裸は完全には見えない。

        　そのことを残念に思っている自分が、ちょっと情けなくなった。

        　

        　がんばれ、わたしの理性！

        　

        　懸命に耐えようとするものの、自分の髪や体を洗い終えてからは手持ち無沙汰になって、理性を保つのがさらに難しくなった。

        　

        　美希さんが自分の体を洗っているのを、見ては逸らし、見ては逸らしを繰り返すうち、こんなことでは挙動不審だとやっと気がつく。

        　

        「このおもちゃ、おもしろいね！」

        　

        　わたしは里杏ちゃんと遊ぶことに集中しようとする。

        　

        「でしょ～？　ママもね、このおもちゃ、すきなの！　ねっ、ママ」

        　

        　そんなふうに言われると、美希さんのほうを見るしかなくなる。

        　

        　いや、もっとじろじろと見たい気持ちはおおいにある。

        　

        「ええ、そうね。そのおもちゃがあれば里杏はご機き嫌げんだもの」

        　

        　くすくすと笑う美希さんの顔だけを見ようと思ったのに、やはり胸元が視界に入ってしまった。

        　

        　ちらりと見ただけなのに、美希さんの裸が目に焼きつく。

        　

        　下半身が、トクンと音を立てた。






        　

    


        ８★　お酒の勢いで相談してしまいました（１）

        　

        　

        　お風呂から上がって、美希さんの下着とパジャマを借りたわたしはひたすら興奮していた。

        　

        　美希さんのショーツとパジャマ……ッ。

        　

        　ブラジャーは、サイズが合わないので借りなかった。

        　このあとはもうお酒を飲んで眠るだけなので、もとより必要ない。

        　

        　ルームウェア姿の美希さんが、ドライヤーを片手に、里杏ちゃんのもとへ歩いていく。

        　

        「あっ。渡した着替えは全部、洗いたてだから安心してね」

        　

        　思いだしたように美希さんが言った。

        　

        　使用済みでもいいくらいです！

        　

        　……と思ってしまったことは、口が裂けても言えない。

        　

        「あ、ありがとうございます。なにからなにまで……」

        「こちらこそ」

        　

        　美希さんはにこっと笑って、子ども部屋にいる里杏ちゃんの髪の毛を乾かしはじめた。

        　そのあいだ、わたしはタオルで髪を拭きながら、美希さんたちを眺めていた。

        　

        　いいなぁ、里杏ちゃん……。

        　

        　わたしも美希さんに髪を乾かしてもらいたい。

        　

        　いやいや、いい大人なんだから。

        　

        　わたしはツッコミを入れて首を振る。

        　

        「つぎはかなでちゃんのばんだよ！」

        　

        　すっかりふわふわの髪の毛に戻った里杏ちゃんが手招きしている。

        　

        「や、わたしは自分で……」

        「あら、いいのよ？」

        　

        　冗談とも本気ともつかない調子で美希さんは笑っている。

        　ここは、遠慮なく髪を乾かしてもらおうではないか――と、自分の中でだれかが囁ささやいた。

        　

        「じゃ……すみません、よろしくお願いします」

        　

        　わたしはいそいそと美希さんの前へと歩いた。

        　ブォー……とドライヤーの音が聞こえて、美希さんがわたしの髪に触さわる。

        　

        　どうしよう……気持ちいい。

        　

        　髪に触ふれられるとくすぐったい。でも、それ以上に心地がよかった。

        　美希さんの存在をすぐそばで感じる。

        　

        　安心するのに、ドキドキする。

        　

        「かなでちゃん、かみのけかわいた？　あそぼーっ！」

        「あ……う、うん」

        　

        　わたしは美希さんにお礼を言ってから、里杏ちゃんに引っ張られるまま子ども部屋へ行った。

        　

        　一時間後。

        　里杏ちゃんは遊び疲れて眠ってしまった。

        　

        　わたしと美希さんはリビングのソファに座って、ワイングラスをコツンと合わせた。

        　

        　夢みたい……美希さんと一緒に、お酒を飲めるなんて。

        　

        　まだほんの一口しかお酒を飲んでいないけれど、この状況にすっかり酔ってしまっている。

        　

        「いつもカフェに来てくれてありがとう、奏ちゃん。このあいだは遊園地にも一緒に行ってくれて……」

        「そんな、わたしのほうこそ。ほんとに楽しかったです」

        　

        　美希さんは緩くほほえんでワインを呷あおる。

        　

        「……ねえ、奏ちゃん。もしなにか困ってることがあったら、遠慮せず言ってね？　私は奏ちゃんにすごく助けてもらってるから……私も、なにかできることがあれば……って、思うの。本当に話を聞くだけしか、できないかもしれないけれど……」

        　

        　もしかして、わたしの手がキーボードの上でずっと止まったままだったから「一緒にお酒でも」って誘ってくれたのかな。

        　

        「はい、あの……ありがとうございます」

        　

        　けど、官能的なシーンが書けなくて悩んでるなんて……言えない。

        　

        　そう思っていたはずなのに、どんどんお酒を飲んで本格的に酔いがまわってくると、悩みを吐きださずにはいられなくなっていた。

        　

        「わたし……官能文学賞に応募したいんです。女性同士の、恋愛を描いた……濃密な、話が書きたくて」

        　

        　美希さんの顔を見ずに、わたしは言葉を継ぐ。

        　

        「協力、してもらえませんか……？」






        　

    


        ９★　お酒の勢いで相談してしまいました（２）

        　

        　

        　美希さんもわたしも、しばらくなにもしゃべらなかった。

        　

        　どうしよう、わたし……とんでもないことを口走っちゃった！

        　

        　いまさら後悔しても遅い。

        　

        　軽けい蔑べつ、されたかも……。

        　

        　沈黙に耐えきれず、おそるおそる顔を上げる。

        　

        　美希さんは、顔が真っ赤になっていた。

        　

        「あの……ええ。私でよければ……協力、するわ」

        　

        　まさかの返答に、わたしは口が開いたままになる。

        　

        「奏ちゃんは、するのとされるの……どっちが好き？」

        「わ、わからない、です。ほんとに、全然……経験、ない、ので」

        　

        　片かた言ことで返せば、美希さんは照れたようにほほえんで「そう」と答えた。

        　

        「じゃあ、ええと……ひとまず、私が……脱ぐ、わね」

        　

        　つられたのか、美希さんもどこかたどたどしい言い方だった。

        　

        　ついさっきだって、お風呂で裸……だったんだから。

        　

        　美希さんの裸は見たことがあるのに、ルームウェアのシャツを頭から脱ぐ美希さんから、目が離せなくなっていた。

        　

        　お風呂では盗み見てばかりだったけれど、いまは堂々と見ていられる。

        　そのことが嬉しくて、幸せで、鼻血が出そうだ。

        　

        　上半身がブラジャーだけになった美希さんから、少しも目を逸らせない。

        　

        　そういえば美希さんって、花のモチーフのネックレスをいつもつけてる。

        　

        　お風呂に入るときは外していたが、またつけているところを見ると、よほどなにか思い入れがあるのだろう。

        　

        　やがてわたしの意識は美希さんの胸元へと移ろう。

        　早く下着を脱いでほしいと思うのに、このまま眺めていたい気持ちもあった。

        　

        　わたしの鼻息、荒いかも。

        　

        　ひどく興奮しているのだと美希さんに気づかれたくない。

        　けれど、息が弾んでくる。

        　興奮を、抑えられない。

        　

        　美希さんが背中に腕をまわして、ブラジャーを脱ごうとしている。

        　そういう、ちょっとした仕草もきれいだと思った。

        　

        　フリルレースがついた純白のブラジャーが、美希さんの胸から拭ぬぐわれる。

        　

        　浴室で目にした裸とは、違う。

        　美希さん自身はなにも変わっていないはずなのに、どうしてだろう。

        　

        　お酒のせいなのか、ドッドッドッ……と連続して胸が高鳴る。

        　

        　たっぷりとした乳房は、わたしにはないものだ。

        　浴室では、はっきりと見ることができなかった、薄桃色の部分に注目する。

        　鮮やかな乳首は、つんと上を向いている。

        　

        「脱ぐのは……上だけで、いい？」

        　

        　これまでに聞いたこともないような、か細い声だった。

        　とたんにぞくっと全身が震える。

        　

        「は……はい」

        　

        　わたしの声まで震えてしまった。

        　

        　だめ、もう……いろいろ、壊れそう。

        　

        　心臓も、理性も、なにもかもが音を立てて崩れていきそうだった。

        　鼻息はさっきよりももっと荒くなって、口を開けていなければ呼吸がままならない。

        　

        　わたしは薄く唇を開けた状態で、向かいのソファに座っている美希さんのもとへ歩いた。

        　美希さんに近づいて、なにをすればよいのかなんてさっぱりわからない。

        　それでも、とにかく近づきたかった。

        　

        　もっと近くで、見たい。

        　

        　その一心で美希さんのすぐそばに座りなおす。

        　美希さんは、ちょっと恥ずかしそうに肩を竦すくめた。

        　

        　わたしはずっと、鮮やかな乳首を見つめていた。

        　

        「そんなに見られたら、穴が開いちゃう」

        　

        　小さな声でそう言って、美希さんは胸元を隠してしまう。

        　

        「あ……」

        　

        　隠されてしまったのが残念で、どうにかして見せてもらいたくなる。

        　

        「あの、もうじろじろ見ないので……触っても、いいですか？」






        　

    


        10★　お酒の勢いで相談してしまいました（３）

        　

        　

        　もともと大きな美希さんの目が、さらに見開かれる。

        　

        「え、ええ……その……そうね。だって、そうしなくちゃ……わからないものね。官能、文学賞に……応募するためには」

        　

        　頬を赤くして、とろんとした瞳で美希さんが言った。

        　美希さんもたくさんお酒を飲んだから、酔っているのだと思う。

        　もともと艶っぽい女ひ性とだとは思っていたけれど、それがいつにもまして濃くなっている。

        　

        　足の付け根が、トクントクンとうるさく鼓動している。

        　わたしはソファから立たずに、お尻だけを動かして美希さんとの距離を詰めた。

        　微かすかなお酒の匂いと、花のような香りが漂う。

        　

        　一緒にお風呂に入ったし、美希さんとわたしって、いま……同じ匂いなのかな。

        　

        　ますます胸が締めつけられるのを感じながら手を伸ばす。

        　

        　つん、つん。

        　

        「……あっ……」

        　

        　高い声にぞくぞくする。

        　しだいに乳首から白い液体が滲みでてきた。

        　わたしが首を傾げると、美希さんが説明してくれる。

        　

        「これ……母乳、よ。ついこのあいだまで里杏におっぱいをあげてたから……。三歳で卒乳は、ちょっと遅いのかもしれないけれど……」

        「母乳って、吸わなくても自然と出てきちゃうものなんですか？」

        　

        　美希さんは小さく唇を噛んで黙り込む。

        　

        「……気持ちがいいと、出てきちゃう」

        　

        　ずきゅんと、心臓を射い貫ぬかれたようになる。

        　

        　美希さんの高い声も、頬を赤くした顔も、とんでもなくかわいい。

        　そしてそんな美希さんを悦よろこばせているのが自分だと思うと、凄まじい高こう揚よう感に見舞われた。

        　

        　けど美希さんは、どんな気持ちで協力してくれてるんだろ……？

        　

        　常連のお客さんの悩みを解決してあげたいから？

        　

        　ただ、それだけ？

        　

        　わたしのこと、なんとも思ってなくても、乳首をつつかれたら気持ちよくなる……もの？

        　

        　聞いてみたい。けれど「なんとも思ってない」と言われたら、つらい。

        　

        　あれこれと考えた結果、わたしは目の前の美希さんに集中することにした。

        　

        　いまはなんとも思っていなくても、これから好きになってもらえるかもしれないと前向きに考えて、人差し指で乳首を押す。

        　

        「ん、ん……っ」

        　

        　人差し指で薄桃色の部分を押すたびに美希さんが高い声を上げる。

        　眉根を寄せた表情はとてつもなく色っぽい。

        　

        　もっとたくさん触りたくなって、両手で美希さんの乳房をそっと掴つかんだ。

        　

        「ふぁあっ」

        　

        　驚いたのか、美希さんが肩を揺らした。たっぷりとした乳房が上下に弾む。

        　その質量を手のひらでまざまざと感じながら、わたしはすべやかな肌を満喫する。

        　

        　すべすべで、柔らかくて、触り心地がよくて……ああ、どうしよう。

        　

        　揉みくちゃにしたい衝動に駆られた。

        　

        　でも、そんなことしたら美希さん、引いちゃうかも？

        　

        　わたしは美希さんの顔を見つめた。

        　そうしたからって、美希さんの気持ちがわかるわけではない。けれど、嫌がっているかどうかくらいは判断できるのでは――。

        　

        　美希さんと、目が合う。

        　

        　薄茶色のきれいな瞳が、なにかを期待するように小さく揺れた。

        　

        　わたしの中でなにかがプツリと切れる。

        　

        「美希さんっ……！」

        　

        　名前を呼びながら、両手を大きく動かした。

        　美希さんの、大きな乳房がさまざまな形に変わる。

        　

        「あん、ぁっ……あぁ……！」

        　

        　美希さんの高い声が、わたしの下腹部をひっきりなしにくすぐっていた。






        　

    


        11★　学園祭へお誘いします

        　

        　

        　今日は日曜日。

        　カフェ・スペラーレは定休日なので、わたしは自宅アパートでノートパソコンに向かっていた。

        　

        　ワンルームの片隅に置いた小さなパソコンデスク。そこが、わたしの執筆場所。

        　

        　ああ、楽しいっ！

        　

        　自分でもびっくりするくらい筆が進む。

        　文字が、文章が――次から次に溢れてくるのだ。

        　

        　わたしはピアノを弾くようにキーボードを叩く。

        　そして気がつく。

        　

        　でもこれって、どう考えても……美希さんをヒロインにしてる。

        　

        　わたしが美希さんにしてみたいことを羅ら列れつしているだけのような気がしてきた。

        　

        「うぅううぅぅ……」

        　

        　わたしはひとり、頭を抱えて呻いた。

        　とたんに両手が止まってしまい、頭の中は美希さんでいっぱいになる。

        　

        　ううん、もうずっと……美希さんでいっぱい。

        　

        　会いたくて、話がしたくてたまらなくなる。

        　

        　ふと、パソコンデスクの上に置きっぱなしになっていた学園祭の招待チケットが目に入った。

        　

        　そういえば来週だっけ。

        　

        　来週の日曜日が学園祭だ。所属している文芸サークルでちょっとした小冊子を配る。することといえばそれくらいだ。

        　わたしはしばらく、ぼんやりとチケットを眺めていた。

        　

        　そうだ、美希さんと里杏ちゃんを招待しよう！

        　

        　さっそくスマートフォンを取りだして、美希さんにメッセージを送ろうとする。トーク画面を開いただけで、ドキドキした。

        　この画面は、美希さんに繋がっている。なんだか尊いものに思えてくる。

        　

        『来週の日曜日に、虎月大学で学園祭があるので、もしよかったら里杏ちゃんと一緒に来てもらえませんか？』

        　

        　メッセージを送ったあとも、わたしはずっとトーク画面を開いたままそわそわしていた。

        　十分ほど経つと既読がついた。

        　

        　このままずっとトーク画面を見ていたいけど、それじゃあ返信があったときに即既読がついちゃうし。

        　

        　ここは我慢して、一度トーク画面を閉じるべきだ。

        　わたしはスマートフォンをデスクの上に置いて、イスの背もたれに体を預ける。

        　

        　でも、来週の学園祭にいきなり誘うなんて……迷惑だったかも？

        　

        　ぐるぐると考えを巡らせていると、ライムの着信音が鳴り響いた。

        　

        　美希さんから電話!?

        　

        　もしかして、お断りの電話だろうか。そうでなければわざわざ電話までかけないはずだ。

        　わたしはドキドキしながらスマートフォンの画面を指でスライドして、電話に出る。

        　

        「も、もしもしっ……」

        『急にごめんなさい。いま大丈夫？』

        「はいっ、大丈夫です！」

        『学園祭のお誘いありがとう。里杏と一緒にぜひ行きます』

        　

        　その言葉を聞いてほっとするものの、お断りでないのならなぜ電話してきてくれたのだろう。

        　

        「よかったです。明日カフェへ行ったときに、チケットをお渡ししますね」

        『ええ。楽しみにしてるわ』

        　

        　美希さんの『楽しみ』が、学園祭のチケットのことなのか、わたしがカフェへ行くことなのかわからなかった。

        　

        　どっちもだと、嬉しいな。

        　

        『今日もお話を書いていた？』

        「はい。ちょうどいま休憩してて……」

        『そう。いつも頑張ってるわね』

        　

        　電話口の向こうで「ママ～！　うんちでたぁ～！」という里杏ちゃんの声がする。

        　

        「あ、ごめんなさい。お忙しいときに」

        『ううん、いいの。……私のほうこそごめんなさいね。でも……奏ちゃんの声が、聞きたかったから』

        　

        　ドキッ、と胸が鳴る。

        　

        『それじゃあまた明日』

        「はいっ。失礼します」

        　

        　通話終了のボタンをそっと押す。

        　

        　わたしの声が聞きたくて、電話してきてくれたの？

        　

        『美希さん』と表示されたトーク画面を、わたしはしばらく閉じられなかった。






        　

    


        12★　学園祭デートします（１）

        　

        　

        　快晴の定義は、空全体を10として、雲の割合が１以下であること。

        　そう聞いたことがあったわたしは、今日は間違いなく『快晴』だと思った。

        　

        　天気に恵まれて学園祭が始まる。

        　

        　小冊子を販売する文芸サークルの店番は交替で行う。

        　わたしは朝いちばんに店番を終わらせて、十時ごろにやってくる美希さんと里杏ちゃんの受け入れ体勢を整えた。

        　

        　大学の門前でふたりを待つ。時刻は十時、五分前。

        　

        「かなでちゃーん！」

        　

        　美希さんと手を繋いだ里杏ちゃんが大きな声で叫びながら、片手を振って歩いてくる。

        　

        「おはようございます！」

        　

        　わたしもまた手を振り返してふたりを迎えた。

        　

        「おはよう、奏ちゃん。ありがとう、お出迎えまでしてくれて」

        「いえ、とんでもないです！　今日はずっとご案内できると思うので……えっと、よろしくお願いします」

        　

        　わたしが言うと、美希さんは「こちらこそ」と返事をして笑った。

        　入場門にいた係の学生にチケットを渡して、美希さんと里杏ちゃんが構内へ入る。

        　

        「懐かしい」

        　

        　美希さんはこの大学の卒業生だと、以前言っていた。

        　

        　大学生のときの美希さんも、きれいだったんだろうな。

        　

        　わたしが妄想しているあいだに里杏ちゃんは学生から風船をもらって、ご機嫌になっていた。

        　

        「あっちにいってみたい！」

        　

        　里杏ちゃんに引っ張られて子ども向けブースへ行く。

        　そこには友梨ちゃんがいた。虎耳のカチューシャをつけて「いらっしゃいませ、がおー」と里杏ちゃんに声をかけている。

        　

        　子ども向けブース『とらの広場』では、輪投げや射的、千本釣りなど、とにかく子どもが喜びそうなものがてんこ盛りだ。

        　

        　とらの広場で一時間ほどが経過する。

        　

        「里杏。そろそろほかのところも見てみましょう？」

        「ええ～っ、やだぁ～！　ずっとここにいる～！」

        　

        　困り果てていると、友梨ちゃんが声をかけてくる。

        　

        「あの私――奏の友達で友梨といいます。里杏ちゃんはまだここで遊びたそうなので、私でよければついていますよ。私の実家は保育園なので、よく手伝いをしていて……だから、大丈夫だと思います。そのあいだに奏と一緒にほかのところも見てまわってもらえたら」

        「ママっ！　りあんはこのおねえちゃんとここにいる！」

        　

        　美希さんは申し訳なさそうな顔になりながら口を開く。

        　

        「それじゃあお言葉に甘えて、よろしくお願いします」

        　

        　そう言うなり美希さんはしゃがんで、里杏ちゃんに目線を合わせた。

        　

        「里杏？　お姉さんのお話をよく聞いて、いい子にしてるのよ」

        「は～い！」

        　

        　そうして、里杏ちゃんを友梨ちゃんに預けることになった。

        　

        　ふたりきりで学園祭を見てまわる――って、デートみたいじゃない!?

        　

        　急に美希さんを意識してしまう。

        　いや、もうずっと前から気になる存在ではあった。

        　

        　不意に、お酒を飲んだ夜のことを思いだす。

        　美希さんの赤く染まった頬と、鮮やかな乳首が頭の中で再生される。

        　

        　いま思いだしちゃだめじゃん！

        　

        　これからデートなのだ。えっちなことばかり考えていてはいけない。きちんとエスコートしたい。

        　

        「顔が赤いけれど……大丈夫？」

        「だっ……だ、だいじょうぶ、です」






        　

    


        13★　学園祭デートします（２）

        　

        　

        　子ども向けのブースを出て広場へと歩く。

        　多くの人が広場のほうへ向かっていたので、ついつられてしまった。

        　

        　広場ではライブが催されていた。人でごった返している。

        　

        「はぐれないように、手を繋いでおく？」

        　

        　美希さんが右手を差しだしてくる。

        　

        「はいっ……」

        　

        　美希さんはきっと、里杏ちゃんにするのと同じような気持ちで言ったのだと思う。

        　それでも、恋い焦こがれる女ひ性とと手を繋ぐことができるのは幸せだ。

        　

        　わたしと美希さんは手を繋いだまま、ステージの上で歌う学生を眺めた。

        　正直、どんな曲だったか、どんな歌詞だったかとあとから聞かれてもわからない。

        　わたしの意識はずっと、繋いだ左手に集中していた。

        　

        「そろそろお昼ね。なにかご飯になりそうなものを買って……里杏のところへ戻りましょうか」

        「そうですね。……あの、ごめんなさい。全然ご案内できなくて」

        　

        　結局、学園祭を見てまわるというよりも、ただ手を繋いで突っ立っていただけだ。

        　

        「ううん。学生のライブを見るのも久しぶりだったから、楽しかった。それに――」

        　

        　美希さんが言葉を切る。

        　

        「……な、なんでもないわ。さ、行きましょ」

        　

        　飲食物を扱っているブースで昼食を買って、里杏ちゃんを迎えにいく。里杏ちゃんはお行儀よくイスに座ってお絵描きをしていた。

        　

        「あれ、おかえりなさい。早かったですね」と友梨ちゃんがほほえむ。

        　

        「ママ、かなでちゃん、おかえり～！」

        　

        　里杏ちゃんが美希さんに抱きつく。

        　ほんの一時間ほど離れていただけだったけれど、やっぱりママがいちばんらしい。

        　

        　わたしは友梨ちゃんにこっそりと言う。

        　

        「ありがとう、今度ランチ驕おごるから」

        「もとからそのつもり。頑張ってね、奏」

        　

        　わたしは友梨ちゃんに『ぐっ！』と親指を立ててその場をあとにした。

        　

        　中庭に置かれた仮設のテーブルとイスでランチタイムを過ごす。

        　里杏ちゃんが美味しそうにサンドイッチを頬張るのを眺めながら、わたしはハンバーガーにかぶりつく。

        　

        「今日は招待してくれて本当にありがとう。久しぶりに大学の中を見てまわれたし……すごく楽しかった」

        「わたしも……あの、楽しかったです。デート、みたいで……」

        　

        　美希さんの向こう側にいる里杏ちゃんには聞こえないよう、小さな声で言った。

        　

        　……でも、やっぱりまずかったかな。

        　

        　不用意な発言だったかもしれないと後悔しつつ、美希さんのようすを窺う。

        　美希さんの頬は、真っ赤になっていた。

        　つられてわたしも頬が熱くなる。

        　

        　わたし、ちょっとは意識されてる？

        　

        　でも、美希さんは……前のパートナーさんのこと、どう思ってるんだろう。

        　

        　美希さんの家に置かれている写真立てを思いだす。

        　

        　いまも、あの人のことを愛しているから……って言われたら、わたしはどうすればいい？

        　

        　お腹の下のほうがずん、と重くなる。

        　

        　もし、そうだとしても。

        　きっと想い続けてしまう。

        　カフェへだって、通い続ける自信がある。

        　もう来ないでと言われないかぎりは。

        　

        「――奏ちゃん？」

        　

        　はっとして顔を上げる。いけない、つい考え込んでしまっていた。

        　

        「あの、私も……その、楽しかったわ。すごく」

        　

        　そう言うなり美希さんは紙コップに入ったコーヒーをぐいっと飲んだ。

        　それが、照れ隠しのように思えて、顔がにやけてしまう。

        　

        　ちょっとずつだけど、近づいてる気がする。

        　

        　これからも頑張ろう、と密かに決意して、わたしはオレンジジュースを一気飲みした。






        　

    


        14★　今夜はお酒を飲んでいません（１）

        　

        　

        　カフェ・スペラーレのアルバイト店員である沙さ良らちゃんは、じつは同じ虎月大学に通っていて、文学部の後輩だ。

        　

        　沙良ちゃんの勤務時間は午後五時まで。ふだんは、勤務が終わればすぐに帰る沙良ちゃんなのだけれど、今日はどういうわけかやたらにわたしのほうを見てくる。

        　

        「どうかした？　沙良ちゃん」

        「よくぞ聞いてくださいましたぁ～！」

        　

        　沙良ちゃんは『哲学概論』の教科書を胸に抱えて駆け寄ってくる。

        　

        「次の試験、やばいんです！　もしよかったら、教えてもらえませんかっ？」

        「ああ、そういうこと……」

        　

        　それから閉店までの一時間、沙良ちゃんが「わからない！」と発狂している箇所を中心に教えてあげた。

        　

        「すっごくわかりやすかったです。ほんっっっとうにありがとうございました！　じゃ、お疲れ様でしたぁ～！」

        　

        　沙良ちゃんは満面の笑みでカフェを出ていった。

        　

        「奏ちゃんは勉強ができるのね」

        　

        　美希さんが感心したようすで言った。とたんに嬉しくなる。

        　

        　いいところ、見せられたかも！

        　

        　ところが、顔をにやつかせるわたしとは真逆で美希さんはどこか寂しそうな顔をしている。

        　

        「沙良ちゃんとは……年齢が近いし、話も弾むわよね」

        　

        　もしかしてやきもち？

        　

        　いや、まさか。

        　

        　自分の都合のよいように考えすぎだ。

        　

        「ところで奏ちゃん。執筆は進んでる？」

        「あ……ええと。まあまあ、って感じですね……」

        　

        　正直に話した。百合官能文学賞の応募締め切りまであと二ヶ月ほど。

        　進しん捗ちよく状況は可もなく不可もなく。焦あせって書くほどではないし、かといって余裕があるわけでもなかった。

        　

        「私でよかったら、ほんと……協力、するから……。いつでも言ってね」

        　

        　あれ……もしかして、誘われてる？

        　

        　また、いいように解釈してしまっているかもしれない。

        　美希さんには『執筆の手伝いをしよう』という親切心しか、ないのかもしれない。

        　

        「じゃあ……今夜、いいですか？」

        　

        　考えている途中で言葉を発してしまった。

        　欲が前面に出た結果とも言える。

        　

        　美希さんは、静かに頷いた。

        　

        　それから里杏ちゃんも一緒に三人で夜ご飯を食べた。

        　

        　お風呂に入って、里杏ちゃんが眠ったあと。

        　

        　ふたりで客間へ移動する。

        　置かれているものはベッドと、小さめのデスクに、本棚。本棚にはなにも載せられていない。

        　

        　おそらくここは、里杏ちゃんのもうひとりのママが使っていた部屋。

        　いまは亡き美希さんのパートナーとの、思い出があるであろう部屋。

        　

        　ズキンと心が痛むのと同時に、背徳感に襲われる。

        　

        　わたしって……邪魔者じゃ、ないかな。

        　

        　里杏ちゃんに対して後ろめたい気持ちがあるのは、わたしだけだろうか。

        　でも、それを尋ねてはいけない気がして、わたしは口を噤つぐんだ。

        　

        　美希さんがベッド端はしに座る。わたしはその隣に腰を下ろした。

        　常夜灯しかついていない薄暗い部屋でふたり、なにを話すでもなく並んで座っている。

        　

        　心臓の音がうるさい。

        　

        　今夜はお酒を飲んでいない。

        　そのせいか、前よりももっと恥ずかしさが先に立つ。

        　

        　わたしは何度も深呼吸をして、落ち着こうとする。

        　けれど、息を吸えば吸うほど、荒くなっていく。

        　呼吸も、気持ちも。興奮して、どうしようもなくなる。

        　

        「今日は……奏ちゃんも、脱ぐ？」

        「へっ？」

        「その……ええと。暑くなってきたし……」

        　

        　どこかばつが悪そうに美希さんが言った。






        　

    


        15★　今夜はお酒を飲んでいません（２）

        　

        　

        「あ、そ、そうですね！　脱ぎます」

        　

        　わたしはチェック柄のパジャマのボタンを外して脱ぎ、キャミソールだけになる。

        　

        　わたしだって、一度は裸を見られてるわけだし……。

        　

        　いまさら恥ずかしがることはない。そう思うのに、それ以上は自分で脱ぐことができなかった。

        　ブラジャーはつけていないので、キャミソールを脱げば上半身が裸になる。

        　

        　隣に座る美希さんをちらりと見る。薄暗いので、表情はよくわからない。

        　ただ、それまでよりも距離が近くなったのは、わかった。

        　

        　美希さんの右手がキャミソールの肩紐にかかる。

        　

        「これも……脱ぎましょう？」

        　

        　甘くて、か細い声。

        　とたんに体が痺しびれたようになる。

        　キャミソールの紐が左肩から落ちる。右肩も、同じように下へずらされた。

        　

        　小さな胸にかろうじて引っかかっているキャミソール生地を、美希さんはそっと引き下ろす。

        　

        「……っ」

        　

        　つい両手で胸元を隠してしまう。

        　すると美希さんは小さく笑った。

        　

        　美希さん、なんか楽しそう……？

        　

        　手と腕で押さえている胸の内側がバクバクと高鳴るのを感じながら美希さんを見つめる。

        　

        　美希さんも、ルームウェアの白いブラウスを脱いでいく。

        　今夜のブラジャーは紫色だった。

        　いかにも『大人の女性』という雰囲気だ。ぞくりとする。

        　

        　美希さんは、わたしにないものをたくさん持ってる。

        　

        　羨うらやましいのと同時に憧れる。だから、近づきたくなる。

        　

        　わたしは胸を隠したまま美希さんに体を寄せる。

        　距離が近くなることで、美希さんがどんな顔をしているのかわかった。

        　

        　少し恥ずかしそうで、けれど嫌がっている感じでは、ない。

        　

        「奏ちゃんが……脱がせてくれる？」

        「えっ――」

        　

        　ブラジャーのホックを外すためには、いま両手で隠している胸を晒さらすことになる。

        　

        　もしかして美希さん、そのために……？

        　

        　いや、もうこの際なんでもいい。

        　

        　わたしだって、美希さんのおっぱい……見たい。

        　

        　お酒を飲んだ日の夜だって、さんざん見て、触った。

        　それでもやっぱり足りない。

        　きっといくら見ても、触っても、足りない。

        　

        　わたしは両手を美希さんの背中へと持っていく。自然と自分の胸が曝さらけだされるのだけれど、気にしてなんかいられない。

        　

        「あ、あれっ……？」

        　

        　美希さんの背中に両手を沿わせたのはいいものの、身も心も焦っているせいか、なかなかブラジャーのホックが見つからない。

        　

        「ん……くすぐった、い」

        　

        　わたしの胸を、ごく間近で見おろしながら美希さんが呟いた。

        　

        「ぁ……」

        　

        　わたしの胸が、美希さんの大きな乳房に当たりそうになっている。

        　

        　どっ、どうしよう、これ!?

        　

        　どうもこうも、美希さんのブラジャーのホックを早く外せばよい。それだけだ。

        　なのに、焦りと緊張でまともに指が動かない。

        　

        「……大丈夫？」

        　

        　脇腹をそっと掴まれ、肩が弾む。

        　その拍子に、わたしの乳首が美希さんの胸にとんっと当たった。

        　

        「ふぁっ！」

        　

        　おかしな声が出てしまった。

        　右手で口を押さえると、美希さんは首を傾げてほほえんだ。

        　

        　わ、わたしも早く大人になりたい……！

        　

        　成人はしているけれど、もっと余裕のある『大人の女性』になりたい。

        　

        　そのためにはまず、落ち着くべきだ。

        　

        　わたしは「すう、はあ」と息をして、もう一度、美希さんの背中に腕をまわした。






        　

    


        16★　今夜はお酒を飲んでいません（３）

        　

        　

        　にわかに震える指先で、紫色のブラジャーのホックを外す。

        　

        　ブラジャーが緩むと、豊満な乳房が左右に広がって、わたしの胸とぶつかった。

        　じかに素肌が触れ合ったわけではない。

        　だからなのか、肌と肌が重なったらどうなるのだろうと思ってしまう。

        　

        　美希さんのお肌、すべすべだから……。

        　

        　そんなことを考えながら、ブラジャーの肩紐をつまんで下ろす。

        　

        「んぅ……」

        　

        　ブラジャーと乳首が擦れたらしく、美希さんが吐息混じりに呻いた。

        　

        　もっと……もっと、擦りたい。

        　

        　わたしは紫色のブラジャーを美希さんの両腕から抜けさせてベッド端に置いたあとで、乳房の先にくっついている薄桃色へと目を凝こらした。

        　

        　そしておずおずと、両手で乳首に触る。

        　

        「ふぅ、う……っ」

        　

        　美希さんの肩が左右に揺れる。

        　気持ちよさそうだった。

        　

        「乳首……硬くなってますね」

        　

        　思ったことをついそのまま口に出してしまった。

        　美希さんの頬が赤くなるのが、薄暗い中でもわかる。

        　

        「奏ちゃん、は……？　硬く、なってない？」

        　

        　脇腹に添えられていた美希さんの手が、肌を撫なでながらするすると上ってくる。

        　

        「あ、くすぐった……ぃ、うぅ」

        　

        　自分の乳首が硬くなっているのかどうか、よくわからない。

        　ただ、見た目にはとんでもなく張り詰めていた。

        　

        　美希さんはわたしの乳房を優しく掴むと、おもむろに体を捩よじった。

        　

        　ピンク色の乳首と乳首が、重なりあう。

        　

        「ふ、ぁあ……あっ……」

        　

        　いままでに出したこともないような声が口から勝手に出てきてしまう。

        　

        「あ、ん……硬い――奏ちゃんの乳首……」

        　

        　わたしの乳首が、美希さんの乳首に擦られている。

        　ぶわわ……っと感動が込み上げてきて、全身がぞくぞくと震えた。

        　

        　わたしも、美希さんの乳首を擦りたい。

        　

        　美希さんの柔らかな乳房を右手で掴んで固定して、体を揺り動かす。

        　

        「やっ、そんな……あぁ……ん、はぁ……っ」

        　

        　薄桃色の先端から、白い液体が滲んできた。

        　

        　わたしの乳首……美希さんの母乳で、濡ぬれてるっ……。

        　

        　その事実に高揚して、心臓も下半身もドクンと脈動した。

        　母乳で乳首が濡れるのは、指でされるよりも、もしかしたら刺激的かもしれない。

        　

        　お互いの乳首を擦りあう動きが、止まらなくなる。

        　

        「あん、ぁっ……はぅ、んっ」

        「んっ、んぅ……あぁっ……」

        　

        　窓の向こうで車の走行音が聞こえる。

        　いけないことをしている気持ちが強くなって、よけいに快感を煽あおられる。

        　

        　顔と顔が近くにある。

        　ほんの少しでも美希さんのほうへ近づけばきっと、乳首だけじゃなくて唇もぶつかる。

        　

        　けど……好きですってちゃんと言ってないのに、キスしていいのかな？

        　

        　いまは、官能小説を書くために協力してもらっているのだ。

        　キスは、恋人同士が交わすものなのでは――という思いが頭を擡もたげてくる。

        　

        　それをいうなら、恋人同士でもないのに、こんな……。

        　

        　乳房を晒して、敏感な箇所を擦りあって喘あえいでいる。

        　

        　カフェのオーナと常連。

        　あるいは、ただの友達。

        　なんにしても、そんな関係で『許される行為』ではない。

        　

        　でも……やだ。やめたくない。

        　

        　わたしは美希さんの乳房を掴みなおして、いっそう体を密着させた。






        　

    


        17★　一緒にケーキを作ります

        　

        　

        　カフェ・スペラーレの定休日は日曜日と、第三月曜日。

        　そして今日は、今月三回目の月曜日である。

        　

        　わたしはカフェの外階段を上り、呼び鈴を鳴らした。

        　

        「は～い」という声が聞こえてきて、玄関ドアが開く。

        　

        「いらっしゃい。どうぞ、上がって」

        「お邪魔します。あ……いい匂い」

        「奏ちゃんは鼻がいいのね」

        　

        　くすくすと笑いながら歩く美希さんの後ろをついていく。

        　ダイニングテーブルには、焼きたてらしきスポンジケーキが置かれていた。

        　

        　今日は、里杏ちゃんの誕生日。

        　里杏ちゃんが保育園へ行っているいまのうちに、美希さんとわたしで誕生日ケーキを作ろうという算段だ。

        　夕方、里杏ちゃんが保育園から帰ってきたら、三人でお祝いする予定である。

        　

        「生地は焼き上がっているから、もう少し冷めたらデコレーションよ。その前に、はい」

        　

        　美希さんがコーヒーを淹いれてくれる。

        　

        「ありがとうございます。いただきます」

        　

        　わたしはダイニングのイスに座ってマグカップを手に取った。

        　コーヒーを飲み終われば、ケーキ作りが始まる。

        　

        　美希さんは、わたしがコーヒーを飲んでいるあいだにホイップクリームを準備してくれていた。

        　

        「ところで奏ちゃんは、ケーキ作りってしたことある？」

        　

        　わたしはぎくりとして顔を引きつらせる。

        　それだけで美希さんは『ケーキ作りなんてほとんどしたことない』とわかったようだった。

        　

        「一緒にしましょう」

        　

        　絞り袋を持った美希さんの隣に立つ。

        　

        「この袋をどんなふうに持てばいいのかすら、わかんないです」

        　

        　正直に話すと、美希さんは丁寧に持ち方を教えてくれた。

        　

        　絞り袋を持つわたしの手に、美希さんの手が重なる。

        　

        「こんなふうに……力を入れて」

        　

        　言われるまま、右手に力を込める。甘い匂いを漂わせて、ホイップクリームが生地に載っていく。

        　

        「そう……上手。もっと絞って？」

        「は、はひっ……」

        　

        　なにその返事！　と自分自身にツッコミを入れる。

        　これでは、子どものころに夢中で見ていた某パンアニメの悪役ではないか。

        　

        　しかし、挙動不審になるのは許してほしい。

        　美希さんの囁き声が、なぜかえっちな響きに思えるのだ。

        　

        「……あ」

        　

        　つい力を込めすぎて、ホイップクリームが指に付着する。

        　

        「舐めちゃったら？」

        「は、はい」

        　

        　人差し指にたくさんついたクリームをぱくっと食べる。甘くて美味しい。

        　

        「口に、ついてる」

        　

        　いつになく真剣な表情で美希さんが言った。

        　

        「え、あ」

        　

        　口のどこについているのかわからず慌てていると、美希さんに両肩を掴まれた。

        　

        　美希さんのきれいな顔が、近づいてくる。

        　そして赤い舌が出てきて。

        　熱い舌が、唇の端を這はった。

        　

        「――っ!?」

        　

        　目を白黒させるわたしをよそに、美希さんは頬を赤くしながらも「残りも絞っちゃいましょう」と言ってケーキのデコレーションを再開する。

        　

        　どうしよう！　好き、って……ちゃんと言ってないのに、キスしちゃった。

        　

        　いや、唇の端を舐められただけだ。これはきっと『キス』には入らない。

        　わたしは必死に息を整えようとする。

        　

        「わたし、もっと……美希さんみたいな、大人の女性になりたいです」

        　

        　美希さんの手がぴたりと止まる。

        　

        「私――大人なんかじゃ、ないわ」

        　

        　そうして寂しそうに笑う美希さんを、わたしはただ見つめることしかできなかった。






        　

    


        18★　みんなで公園へ行きました

        　

        　

        　今日は雲の割合が６はある。うん、でも晴れだ。

        　里杏ちゃんと外で遊ぶにはちょうどよい天気である。

        　

        　わたしと里杏ちゃん、そして美希さんは昼下がりの公園へと繰りだした。

        　公園は休日を楽しむ親子やカップル、散歩のおばあちゃんなど、たくさんの人で賑にぎわっている。

        　

        　それにしてもわたしたちって、まわりからどう見えるんだろう？

        　

        　美希さんはいつも「私のほうがだいぶん年上」と言っているが、実際のところ、大学生だと言われても納得なくらい若くてきれいだ。

        『三姉妹』でも通用するかもしれない。

        　

        　でもわたしは――美希さんと姉妹に見られたいわけじゃ、ない。

        　

        　美希さんは、わたしと恋人に見られたいだなんて、絶対思ってないだろうけど……。

        　

        　里杏ちゃんについてまわっている美希さんの姿を目で追う。里杏ちゃんは、ブランコの次はすべり台へと移動して、ジャングルジムに辿たどりついた。

        　

        「これにのぼる！」

        　

        　里杏ちゃんはいつになくやる気満々だ。

        　

        「いい？　里杏。ジャングルジムのいちばん高いところには、行っちゃだめよ。あともう少し大きくなったら、行ってもいいから」

        「はぁ～い！」

        　

        　わたしは美希さんのすぐそばで、一緒に里杏ちゃんを見守っていた。

        　

        「あの～駅は～どちらでしたかねぇ～」

        　

        　そんな声で振り返れば、杖をついたおばあさんが立っていた。

        　わたしと美希さんは、おばあさんに駅までの道を教えた。

        　

        「――ねえっ、みてみてーっ！」

        　

        　頭の上から、里杏ちゃんの声が聞こえた。

        　里杏ちゃんは、ジャングルジムのてっぺんに立っていた。

        　

        「りあん、ひとりでいけたよ！」

        「――っ、そこには行っちゃだめって言ったでしょうっ!?」

        　

        　あまりの大声に驚いて美希さんのほうを振り向く。美希さんは、いままでに見たこともない顔をしていた。顔を真っ青にして、口の前でがくがくと両手を震わせている。

        　

        　里杏ちゃんの前ではいつも冷静で、ほほえみを絶やさない美希さんが、こんなに取り乱すなんて――。

        　

        　美希さんは、高いところが苦手だというのは遊園地へ行ったときに知った。

        　里杏ちゃんが危険な場所にいて心配な気持ちはわかるけれど、それにしても尋じん常じようでない雰囲気だ。

        　

        　とにかく、このままでは里杏ちゃんが危ない。

        　

        「美希さん、わたしが！」

        　

        　わたしは美希さんの返事を待たずにジャングルジムを上りはじめる。

        　スニーカーを履はいてきてよかった。

        　里杏ちゃんに視線を据すえたまま、足を踏み外さないように頂上を目指す。

        　少しの距離を上っただけだというのに、ジャングルジムなんて久しぶりだからか、ひどく息が切れた。

        　

        　でも、ちゃんと里杏ちゃんのところまで来られた。

        　

        「里杏ちゃん、ママが心配してるよ。一緒に降りよう」

        「う、うん」

        　

        　里杏ちゃんもようやく、ママとの約束を思いだしたようだった。

        　わたしは里杏ちゃんを見守りながら、ゆっくりと下りた。

        　

        　地面に足が届くなり、美希さんがわたしと里杏ちゃんを一緒くたに抱きしめる。

        　

        　美希さん……まだ、震えてる。

        　

        　華きや奢しやな背中にそっと腕をまわして、抱きしめ返す。

        『もう大丈夫』だとわかってもらいたくて、トン、トンと静かに背中を叩いた。

        　

        「ママ……ごめんなさい」

        　

        　里杏ちゃんはすっかり反省しているようすで、瞳に涙を溜めていた。






        　

    


        19★　心配なのでついていきます

        　

        　

        　公園で里杏ちゃんと遊んだあとは、自分の家に帰ろうと思っていた。

        　

        　けど、気になる……！

        　

        　さっき、美希さんはずいぶんと取り乱していた。いまも、いつもとは少しようすが違う気がする。

        　

        「あのっ！　今日、わたし……美希さんのお家に泊まっていってもいいですか？」

        　

        　わたしが言うと、美希さんはどこか安心したような顔になって「もちろん」と答えた。

        　

        　ううん。安心した、なんて……わたしの願望かもしれないけど。

        　

        　とにかく、放っておけない。美希さんのことが好きだし、いつもなにかと協力してもらっているのだ。

        　少しでも恩返しがしたい。

        　

        　カフェ・スペラーレの二階。

        　美希さんたちの自宅へ行ったわたしは、夕食作りや掃除を手伝った。

        　美希さんは「お客様にそんなこと」と恐縮しきっていたが、もうお客さんだなんて思われたくなかった。

        　カフェの常連客でも、家を訪ねてきた友人でもなく、もっと――家族に近い感覚を持ってもらいたかった。

        　

        「今日はわたしが里杏ちゃんを寝かしつけます。任せてください！」

        　

        　里杏ちゃんと同じ布団に入る。

        「おはなしをして」とせがまれたので、呪いにかかったお姫様が女性騎士とさまざまな困難を乗り越えていく話をした。

        　

        　そうして気がつけば、里杏ちゃんと一緒に寝落ちしていた。

        　

        　あれ……いま、何時だろう。

        　リビングが明るいことに気がつく。

        　そっと扉を開けてリビングへ入れば、美希さんがひとりでワインを呷っていた。

        　

        「……ごめんなさいね。ひとりで飲んじゃって」

        「いえ、とんでもないです。美希さんだって、のんびりしないと」

        「……ありがとう、奏ちゃん」

        　

        　美希さんがワイングラスをテーブルの上に置く。

        　

        「里杏の……もうひとりのママのことだけれどね」

        　

        　美希さんがぽつり、ぽつりと語りはじめる。

        　もうひとりのママの名前はマルタさん。橋の上から落ちそうになった里杏ちゃんを助けて頭を強く打ったせいで、亡くなったのだという。

        　それ以来、美希さんは高いところがだめになった。

        　

        「里杏のことを責めているわけじゃないの。あの子はいまよりももっと小さな子どもだったんだもの。目を離した私が、いけなかったの。さっきだって、ジャングルジムのあんなに高いところに行くまで気がつかなくて……っ」

        　

        　膝の上に置かれていた美希さんの両手が小刻みに震えだす。

        　

        「私、だめだなぁ……」

        　

        　美希さんの瞳からぼろぼろと大粒の涙が零れていく。

        　

        「大人の余裕なんて――全然、ないの。いつもいっぱいいっぱいでっ……」

        　

        　わたしはなにか考えるよりも先に、美希さんを抱きしめていた。

        　

        　美希さんの体は細くて、温かくて、震えている。

        　あんまりきつく抱きしめたら、折れてしまうんじゃないかと思うのに、両腕に込めた力を少しも緩められなかった。

        　

        　里杏ちゃんがジャングルジムのてっぺんに上ってしまったのは美希さんのせいじゃない――と、言いたい。でも、軽々しく口にはできない。

        　マルタさんの事故に関しては特に、当事者ではないのでなにも言えなかった。

        　

        「わたしは……っ、美希さんは、だめなんかじゃないって思います。お仕事して、子育てして……っ。里杏ちゃんが『行きたい』っていうところに、連れていって……！　すごく、頑張ってます」

        　

        　結局は自分が思っていることしか、美希さんには伝えられない。

        　そしていちばんに思うのは、傷ついている美希さんをひとりにしたくないということ。

        　

        　わたしが、寄り添いたい。

        　

        　美希さんのそばにいたい。

        　

        　そばにいたって、美希さんの傷を癒やすことなんてできないかもしれないけど……それでも、そばに。

        　

        「わたし……っ、ずっと、そばにいたいです。美希さんと里杏ちゃんの、そばにいます。いさせてください。これからも、ずっとずっと」

        「……どうして？」

        　

        　涙声で訊きかれた。

        　

        「どうして、そんなに……優しい言葉を、くれるの」






        　

    


        20★　だって、好きだから

        　

        　

        　わたしはぱくぱくと口を動かす。

        　伝えたい言葉はずいぶん前から決まっているのに、すぐには出てこない。

        　

        「わたし……好き、なんです。美希さんのこと……。好きでした、一年以上前から」

        　

        　ずっと片想いしていたことまで、言わなくてもよかったのかもしれない。

        　けれどもう、伝えたくて仕方がなかった。

        　

        　好きで、好きでたまらないから。

        　

        　美希さんは瞳を潤ませたまま、わたしの頬に手を添えた。

        　どんどん顔の距離が近くなって、焦点が合わなくなる。

        　

        　柔らかくて瑞々みずみずしい唇が、わたしの唇を塞ぐ。

        　

        「ん――」

        　

        　キスされているのだと気がつくのに数秒かかった。

        　

        　嬉しくて、頭の中が真っ白になる。

        　

        　目を閉じなきゃと思った次の瞬間には、美希さんの唇は離れていた。

        　

        「マルタに手を合わせてくれてるあなたを見たときから……惹ひかれてたのかもしれない」

        　

        　額と額がコツンとぶつかる。

        　

        　美希さんの瞳はやっぱり涙を湛たたえていて。

        　この世の清らかさをすべて集めたように、きれいだった。

        　

        「私のほうが……七歳も上なのに、奏ちゃんには救われてばっかり」

        　

        　伏せられた長い睫毛が美希さんの目元に影を落とす。

        　そうかと思えば急に美希さんと目が合った。

        　ドクッ、と胸が鳴る。

        　

        「いつも、ありがとう。そばにいてくれて。この先も……ずっと、いてほしい」

        　

        　縋すがるような視線。

        　小さく震える唇。

        　

        「どこにもいかないで」

        　

        　まるで子どものような、たどたどしい物言いだった。

        　

        「どこにも、いきません。むしろ、美希さんがどっかに行っちゃっても……追いかけます。どこまでだって」

        　

        　冗談だと思っているのか、美希さんは目に涙を溜めたまま「ふふ」と笑った。

        　

        「ねえ……一緒に、お風呂に入ったことがあったでしょう？　あのとき本当は……すごく、意識してたの。奏ちゃんのこと」

        　

        　美希さんは視線をさまよわせて言葉を足す。

        　

        「下心があって、ごめんなさい」

        「そんな、わたしだって……同じです。美希さんに、興奮してました」

        　

        　すると美希さんはまた笑った。

        　

        「学園祭のときもね、奏ちゃんとずっと手を繋いでいられて……嬉しかった」

        　

        　はにかんだ顔で上目遣いをするのは、反則だ。

        　美希さんが好きだ――と、大声で叫びたくなる。

        　

        「好きです、すきっ……美希さん」

        　

        　あまり大きな声を出しては里杏ちゃんが起きてしまう。

        　わかっているのに、ついつい声を大にして言いたくなる。

        　

        「好きすぎて、もう――どうすればいいんでしょう？」

        　

        　困り果てて尋ねれば、美希さんは細い指を顎に添えて「う～ん」と考え込む。

        　

        「……キス、する？」

        　

        　提案してきたのは美希さんなのに。

        　耳まで真っ赤にして恥ずかしがるなんて。

        　

        「うぅうう……っ。します、もちろん」

        　

        　さっきは、初めてのキスだった。

        　後にも先にも、美希さんしかいない。

        　

        　もっともっと特別なキスを、美希さんとしたい。

        　

        　美希さんが目を瞑つむる。

        　わたしから、キスしなくては。

        　

        　上手になんて、できない。精いっぱい、するだけ。

        　

        　わたしは興奮で息を荒くしながら、背伸びをするように、美希さんの唇に唇を押しつけた。






        　

    


        21★　もうすぐ締め切りです

        　

        　

        　美希さんと相談して、わたしたちの関係を里杏ちゃんにきちんと話すことにした。

        　

        　営業が終わったカフェの片隅で、わたしは里杏ちゃんと向き合う。

        　

        「里杏ちゃん。わたしね、里杏ちゃんの……三人目のママになりたいの。認めて、もらえる？」

        　

        　里杏ちゃんはしばらくきょとんとしていた。

        　

        「やったぁっ！　そうなったらいいなって、ずっとおもってたの！　ねえ、ママなら、いっしょにすむんだよね？　ねっ？」

        　

        　そうしてわたしは、カフェ・スペラーレの二階へ引っ越すことになる。

        　

        　

        　百合官能文学賞の応募締め切りが迫っていた。

        　わたしは目の下にくまを作って執筆に励む。

        　そこへ、美希さんが夜食を持ってきてくれた。

        　

        「わぁ、ありがとうございます」

        　

        　わたしはさっそくおにぎりにかぶりつく。ほどよい塩加減だ。もう、ほかのおにぎりは食べられそうにない。

        　

        　美希さんがベッド端に座る。

        　

        「ほかに、私にできることがあったらいいのだけれど……」

        「ん～、じゃあ……裸でマッサージしてもらえませんか？」

        　

        　ちょうどそんな妄想をしていたところだったので、ついそのまま口走ってしまった。

        　

        「あ……っ、ちっ、違うんです、いまのは――」

        「わ、わかったわ」

        「……え？」

        　

        　わたしは目を見開いてベッドのほうを見る。美希さんは真面目な顔つきで頷いた。

        　

        「……いいんですか？」

        「それで、奏ちゃんの執筆が捗はかどるのなら……安いものだわ」

        　

        　美希さんは着ていた白いワンピースやブラジャー、ショーツもすべて脱いで、生まれたままの姿になる。

        　

        　完璧なプロポーションだと思った。無駄なところなんてないし、すべての形が整っている。

        　そんな美しい裸の美希さんの首には、花の形のネックレスが光っていた。

        　

        「奏ちゃんはここに……ベッドに、寝転んで？」

        　

        　か細い声に誘いざなわれて、わたしは吸い寄せられるようにベッドへ行き、仰向けに寝転がった。

        　

        「うつ伏せじゃ、ないの？」

        「はい。だって……うつ伏せになったら、美希さんが見えない」

        　

        　ずっとだって眺めていたいくらいなのだ。うつ伏せになるなんて、もったいない。

        　

        「ちょっと、やりづらいのだけれど……」

        　

        　そう言いながらも、美希さんはわたしの体に跨またがって、肩を揉みはじめる。

        　

        　よく実った乳房が、目の前でゆらゆらと揺れている。

        　

        　わたしは何度もゴクリと喉を鳴らした。

        　

        　肩を揉んでもらえて気持ちがいいのに、意識は美希さんの胸にばかり集中する。

        　

        　だって――美希さんの乳首、尖ってる。

        　

        　わたしに見られて、興奮しているのかもしれない。

        　

        　ふつふつと湧いてきた感情に身を任せて、わたしはふたつの膨らみに手を伸ばす。

        　乳房をぎゅっと掴んで、薄桃色の部分を指で嬲なぶった。

        　思っていたとおり、美希さんの乳首はとてつもなく硬い。指が弾かれてしまう。

        　

        「や、やだっ……はげし……ぃ、あぁ……っ」

        「気持ちよく、ないですか？　激しいのは、だめ……？」

        　

        　美希さんは「ぁん、あっ」と喘ぎながらも「だめじゃ、ない」と言葉を返してくる。

        　

        　わたしは安心するのと同時に、身み悶もだえする美希さんの首にあるネックレスに注目した。






        　

    


        22★　母乳はやめられません

        　

        　

        「そのネックレスって……もしかして、マルタさんから贈られたものですか？」

        　

        　あとから思えばずいぶんと不ぶ躾しつけな質問だった。

        　まして乳首を弄いじりながらする話ではない。

        　

        　美希さんの表情がとたんに強こわ張ばる。

        　

        「え、ええ……」

        　

        　すると美希さんはネックレスを外そうとした。

        　

        「あ、待ってください！　外してほしいわけじゃないんです。……というか、わたしに遠慮して外すのは、やめてほしいです。わたしは……ありのままの美希さんが好き、です。無理は……しないで」

        　

        　美希さんは、首の後ろにまわした手をゆっくりと前へ戻した。

        　

        「奏ちゃんって、私よりずっと大人かも」

        　

        　困ったように美希さんがほほえむ。

        　

        「あの人のことは忘れてない。でも……どうしようもないくらい、奏ちゃんが好き。好きなの……」

        　

        　美希さんはわたしの太もも――足の付け根に近いところに、乗っていた。

        　下半身が脈づいているのを、知られてしまうんじゃないかと心配になる。

        　

        「美希さん、また……滲んでます、おっぱいが……。零れないように、吸っていいですか？」

        「んん……」

        　

        　だめだと言われなかったのをいいことに、わたしは美希さんの背中を両手で引き寄せた。

        　顔の前に乳房が来るように体勢を整えて、ゆらゆらと揺れる乳首を舌で舐め上げる。

        　

        「あぁぁあっ……！」

        　

        　口の中に、ほろ甘い味が広がる。

        　

        「んむ……すっごく、美味しい……です」

        　

        　わたしは舌なめずりをして、硬く凝しこった乳首にもう一度、舌を這わせる。

        　

        　もっと欲しい。美希さんが、欲しい。

        　

        　欲に突き動かされて口を開ける。美希さんの乳首にかぶりついて、ちゅうちゅうと音を立てて吸った。

        　

        「ひぁあ、あっ、やぁっ」

        　

        　美希さんの体が震えだす。快感に戦慄わなないているようだった。

        　

        　わたしはますます調子づく。

        　乳房を中央に寄せて、ちょこんと並んだ乳頭を交互に舐めしゃぶり、吸い立ててみる。

        　

        　美希さんは「はぅうぅっ！」と声を上げて、気持ちよさそうに体を捩った。

        　ライトブラウンの髪の毛がひらひらと踊り、乱れて、美希さんの顔や胸にかかる。

        　

        　なんて色っぽいんだろうと、心の中で感動する。

        　

        　そして、美希さんをそんなふうにしているのはわたしなのだ。

        　

        　征服欲とでも言うのだろうか。

        　もっと乱したい衝動に駆られて、わたしは美希さんの胸を揉みながら先端を吸った。

        　

        「だめ、も……これ以上、は……。奏ちゃんのズボンが、濡れ――」

        　

        　急に恥ずかしくなったのか、美希さんは耳まで赤くして黙り込む。

        　

        　わたしはそれをひたすら下から眺める。

        　

        　おっぱいを吸われるのが気持ちよくて、下半身を濡らしてしまう。美希さんはそう思っているのだろう。

        　

        　でも、わたしだって同じ。

        　

        「わたし……母乳、やめられなくなりそうです」

        「それじゃ……私、卒乳できない……」

        　

        　もうだめだと言われたのに、わたしはまた乳首を咥くわえる。

        　

        　甘くて、愛おしくて、おかしくなりそう。

        　

        　いや、きっともうおかしくなっている。

        　

        　わたしは幸福感に包まれながら、胸の先からとめどなく溢れてくるそれを味わった。






        　

    


        23★　何度でも、頑張ります

        　

        　

        　百合官能文学賞の結果はインターネット上で発表される。

        　

        　夜、里杏ちゃんが寝静まってから。

        　

        　わたしはドキドキしながら、受賞作品名をひとつひとつ見ていった。

        　

        　そして、ノートパソコンの前でがくりと項うな垂だれる。

        　

        「やっぱり世の中、甘くないですね……」

        　

        　すぐそばに立っていた美希さんが「そうね」と言いながら頭を撫でてくれる。

        　

        「また頑張ります。美希さんも協力してくださいね？」

        「……もちろん。いくらでも協力する」

        　

        　わたしはイスから立ち、少しだけ背伸びをして美希さんにキスをした。

        　

        「ん……。ところで、奏ちゃんはなんていう名前で書いてるの？」

        「えっと……水無月――」

        　

        　言いかけて、思いとどまる。

        　

        「うぅ、やっぱり内緒です！」

        　

        　すると美希さんは残念そうに息をついた。

        　

        「そう……。でもいつか、読ませてね」

        「ぜっっったい、だめです！　恥ずかしい、から……」

        　

        　だって、美希さんのこと……いろいろ妄想してるって、バレちゃう！

        　

        　いつかすべて実践してみたいとは思っているけれど、赤せき裸ら々らに綴つづった不ふ埒らちな妄想を美希さんに読まれるのは耐えられない。

        　

        　きっと恥ずかしくて、息が止まる。

        　

        　わたしが悶もん々もんとしていると、美希さんはなにか思いだしたような顔になった。

        　

        「ところで、バブゥ～って……泣かないの？」

        「えっ」

        「泣いてもいいのよ。……あやしてあげるから」

        　

        　ああ、これは。

        　美希さんに、誘われている。

        　

        　わたしは「バブゥ」と言いながら美希さんに抱きつき、ベッドに押し倒した。

        　

        　細い体に覆おおいかぶさって、美希さんのカットソーやボトムスを剥はぎとっていく。

        　

        「もう……奏ちゃんはすぐ私を裸にするんだから」

        「仕方ないじゃないですか。美希さんはめちゃくちゃ魅力的なんです。すぐ、全部……見たくなっちゃうんです」

        　

        　美希さんの太ももを両手で撫で上げる。

        　

        「赤ちゃんなので……ここ、弄っていいですか？」

        　

        　足の付け根にある、小さな肉粒を探り当てて指で押す。

        　

        「あ、赤ちゃんは、そんなことしな――ぃ、あっ、あぁっ！」

        　

        　ちょん、ちょん、ちょんっと何度も肉粒を押せば、美希さんは感じ入ったようすで嬌声を漏らした。

        　

        　きれいでかわいいから、もっといたずらしたくなる。

        　

        「押すのはだめですか？　じゃあ……つまむのは？」

        「も――奏ちゃん？　書いたものを読まれるのは恥ずかしいのに、こういうのは……違う、の……っ？」

        　

        　言われてみればたしかにそうだ。

        　

        「そう……みたい、です。不思議ですね」

        　

        　わたしは「うん、うん」と頷きながら、割れ目の奥にある小さな豆粒を指でつまんだ。

        　

        「やぁあぁあんっ！」

        　

        　悲鳴じみた声を上げる美希さんを見ていると、自然と顔がほころんでくる。

        　

        　わたしはにやにやしながら、美希さんのかわいらしい肉粒を指で押しつぶした。






        　

    


        あとがき

        　

        　はじめまして、こんにちは！　虎月ゆめです。

        『あなたに恋してもいいですか？』いかがでしたでしょうか……？（ドキドキ）

        　

        　みなさまに、少しでも楽しんでいただけましたら嬉しいです。

        　これからも頑張りますので、どうか応援よろしくお願いいたします。

        　

        　そしてそして！

        　

        　ご購入してくださった読者様限定で、本作のカバーイラスト壁紙をプレゼントいたします。

        　

        　さらにさらに！

        　

        　本編非公開のカラーラフイラストのプレゼントもございます！

        　非公開のカラーラフイラストでは、表紙とは異なる三人の表情がご覧になれますよ。

        　

        　詳しく知りたい方はここをクリック☆

        　

        　無料プレゼントは公式ＬＩＮＥへご登録いただいた方へ、個別にお贈りいたします。

        　

        　ぜひお気軽に公式ＬＩＮＥの友だち登録、よろしくお願いいたします☆

        　

        　それから、公式ＬＩＮＥだけでなくツイッターでも新刊情報やプレゼント情報はお伝えしていきますので、ぜひチェックされてみてくださいね。

        　

        　ではでは。

        　

        　最後までお読みくださり、本当にありがとうございました！




　

        ★虎月ゆめ・ツイッター

        　https://twitter.com/toratsuki_yume

        　

        ★虎月ゆめ・公式ライン

        　https://line.me/R/ti/p/@302phcyh

        　

        ★とらの百合ノベルス・公式サイト

        　https://torano.saloon.jp




　

        あなたに恋してもいいですか？

        　

        　

        著者　　：虎月ゆめ

        イラスト：ｒｉｎｏ

        レーベル：とらの百合ノベルス

        　

        ２０２２年６月23日発行

        　

        ［お問い合わせ］

        本書に関するお問い合わせは、こちらへお願いします。

        toratsukiyume@gmail.com

        　

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・公衆送信することを禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。
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